
第６回 市長と語る市政ミーティング実施報告書 

 

開 催 日 時 令和３年１０月１４日（木）午後２時５５分 ～ 午後４時２５分 

会   場  ハートフルセンター 

実 施 町 会 下河原・中河原・上河原・道生・雲河原・入倉 

市政ミーティングの内容（意見交換等） 

① 用水路の整備、ゴミ集積所や遊具の設置等に、各補助事業で対応いただき感謝 

申しあげます。様々な事業を実施していくうえで、発想の転換が重要であると感 

じている。労働力不足が問題となっており、仕事があっても働く人がいない状態 

である。私の経営する会社には、中国人が働いており、仕事が丁寧でとても有能 

であると感じている。空き家をこのような方に住まわせるなどすれば、地域の活 

性化につながっていくのではないか。 

→ 外国人の住民登録は増加傾向にあります。特にベトナムやフィリピンについ 

ては、増加率が高く、労働者として転入していると思われます。労働条件や

住環境などを含めて対応していかなければならないと感じております。 

 

② 引きこもり対策についてですが、町内会に３０代を中心に７名いる。母親があ 

れこれと世話を焼くことが問題であり、母親の心のケアが必要であると感じてい 

る。心の相談窓口を設けていただきたい。 

→ 個人情報に絡むものであり、なかなか全体像の把握が困難であることから、 

推計するしかないのが現状であります。解決策を見出すためにも、窓口で 

ある健康福祉課にご相談ください。 

 

③ 補助事業により、エアコンを設置いただき感謝申し上げます。災害時の避難先 

として、三泉小学校が指定されている。付近は３メートル程の浸水が見込まれ 

ている地域であり、三泉地区全体を小学校の２・３階で対応できるのかという 

問題もある。災害の種類に応じた避難先を早目に指定いただきたい。 

→ ハザードマップ上は３メートルから５メートルの浸水が見込まれておりま 

す。今年、南部地区において、水害時や地震時の避難計画を家庭ごとに作    

成しております。事前に、避難先を決めておくことは、安心にもつながり 

ますので、浸水が見込まれる地区の避難計画作成については、作業を早め 

るよう担当課に指示します。 

 

④ 空き家にタヌキやハクビシンが住み着いており、夜中に走り回っている音がす 

ると近隣住民が話をしていた。行政として、改善措置ができると良いのであるが。 



→ 空き家の所有者が判断することとなりますが、老朽化した空き家の解体のた

めに、危険老朽空き家解体事業補助金がございます。昨年は１２件の申請、

今年はこれまでのところ９件の申請をいただいております。限度額は５０万

円となりますが、老朽住宅の除去にご活用いただきたいと考えております。 

④´この補助事業は西村山地区では、朝日町が最初に実施しており、市の方には私 

が要望しました。朝日町では限度額が７０万円で、予算が無くなれば補正予算を 

組んで対応している。また、４月から廃棄物処理法が改正され、解体費用が２割 

程高くなっている状況もあることから、もう少し増額願いたい。 

→ 補助内容については、検討してまいります。 

 

⑤ 補助事業により、児童遊園にすべり台が設置される見込みとなっております。 

対応に感謝申し上げます。地域担当職員制度について、大変良い制度だと思い、 

心強く感じております。昨年、自主防災会で防災訓練を実施した。休日の朝で、 

何の騒音もない状況であったが、防災無線が聴こえなかった。スピーカーの増設 

などはできないものか。（各町会長からも、町会長宅に設置している端末も全然 

聞こえず、役に立っていないとの複数の声あり）また、水害の際の避難場所を明 

確に示して欲しい。空き家については、複雑な家庭事情などから、所有者が分か 

らず連絡が取れないケースが増えてきており困っている。学校再編については、 

三泉小学校の子どもも少なくなり、４年・５年生は複式となっているようである 

が、現在の検討状況を伺いたい。 

→ 防災無線が聞こえないことは、何としても避けなければならないので、対応 

を検討します。水害の際の避難場所については、先程も申しあげましたが、 

家庭ごとに避難計画を作成しますので、ご協力をお願いします。空き家につ 

いては、行政執行ができない訳ではないが、そこまで至らずに対応したいと

考えております。周囲に危険が及ぶような状況であれば、ご相談いただきた

いと思います。学校再編については、教育委員会の検討会において、議論し

ているところであり、学校再編のあり方が１２月頃までに取りまとめられる

予定となっております。 

 

⑥ 水害等による避難指示については、周囲がまだ明るい時間帯で、大きな被害が 

発生していない時点で発出するような方向で取り組んでもらいたい。県道中河原 

日田線の上河原から道生までの道路の街灯であるが、歩道側でなく反対の電柱の 

あるところに設置されており、意味がないのではないか。既設街灯の歩道側への 

移設、これから新設する場合は、この点を考慮して実施して欲しい。公民館の雪 

下ろしであるが、業者に委託すると８万円程かかり、町内会費から支出すると負 

担が大きいので、補助事業を検討願いたい。町内会に消防団員が１名しかいない。 

火災が発生した場合、１人では初期消火活動ができないので、ＯＢを含めて組織 

する必要があるのか等、いろいろと相談したい。 

→ 避難指示については、たとえ空振りに終わるとしても、早目の指示を出せる 

よう努力してまいります。また、できるだけ早く、避難行動計画を作成して



お示しします。街灯の移設については、費用が伴いますので困難な面もあり

ますが、おっしゃるとおりでありますので、設置位置を見直してまいります。

公的な施設の雪下ろしでありますので、公民館のエアコン設置等の施設整備

の補助メニューの１つとして、加えられるか検討してまいります。有事の際

の消火活動については、ＯＢでもまだまだ若い方もいらっしゃるので、活動

に協力いただきたいという思いもあります。ＯＢによる支援体制なども含め

て、防災危機管理課に相談いただきたい。 

 

⑦ 病院の問題についてですが、新聞等の報道によれば、河北病院も市立病院も経 

営が苦しく、施設も老朽化していることから、統合する話が聞こえてきている。 

基幹病院について、どのように考えているのか伺いたい。 

→ 老朽化しているので、近い将来、建て替えが必要となりますが、どのような 

形で建て替えていくのかを検討していかなければなりません。河北病院も市 

立病院も、公的な部分を担っておりますので、赤字経営となっております。 

朝日町、西川町の公立病院も同様です。県の方には、人口減少社会を踏まえ 

て、西村山地域全体の医療のあり方を検討していきましょうと提案しており 

ますが、コロナ禍により、なかなか進捗が見られない状況にあります。 

 

⑧ グランドワーク事業で、側溝蓋の設置を申請しているので、要望箇所が全て整 

備されるよう配慮願います。防災無線についてですが、河北町では、選挙時に投 

票を呼び掛けたり、コロナに対する注意喚起を行うなどの使い方をしている。う 

るさいと苦情を言う市民もいると思うが、市でも多様性のある使い方をして欲し 

い。除雪については、町内会の南側に狭い道路があり、雪押し場もないため、ロ 

ータリー車による除排雪をお願いしたい。 

→ 防災無線の利活用については、検討委員会で放送する内容を協議しておりま 

す。当初は、お祭りのお知らせ等も検討されましたが、有事の際に、注意し 

て聞いてもらえなくなることを懸念し、現在は、緊急時に限定して使用する 

ことで運用しているところです。除雪については、必要な時に、建設管理課 

に連絡してください。 

 

⑨ コロナ禍の経済対策として、「チェリンペイ」を販売しているが、今後において 

も、このような電子商品券で実施していく考えなのか。 

→ 高齢者の方がスマホ決裁することが、なかなか不慣れであることもあって、 

以前のような紙のプレミアム商品券を求める声もたくさんいただいている

ところでありますので、現在実施しているチェリンペイについては、一旦終

了したいと考えております。 

 

⑩ 寒河江学園の入所者数が、現在３０名程度となっており、障がい者なども対象 

者として受け入れなければ、経営が成り立たない状況になっているとのことであ 

るので、入所者の確保についてお願いしたい。 



→ 現状について、施設に伺いながら、環境面での改善なども含めて、市として 

協力できるところは協力してまいりたいと考えております。 

 

後日回答（担当課より） 

＜質問＞ 

⑤ 防災無線の増設などについて 

＜回答＞ 

  ご意見をいただき、防災無線の音量を高めに設定変更いたしました。 

また、各町会長宅に設置しております戸別受信機については、アンテナの設置方

法等により、受診状況が変わってまいりますので、職員を派遣し対応いたします。 

【防災危機管理課】 

 

＜質問＞ 

⑥ 街路灯の設置位置について 

＜回答＞ 

  ご意見をいただいている箇所の防犯街路灯については、防犯街路灯を維持・管

理される関係町会との協議を経て、既設の電柱等を利用し、蛍光灯の防犯街路灯

をＬＥＤ化しております。 

ご指摘のように、既設の防犯街路灯のすべてを対面の歩道側へ移設するとなりま

すと、新たな土地所有者との協議や同意、建柱工事、移設工事など多額の費用も必

要となり、すぐの対応は困難であると認識しておりますので、ご理解くださるよう

お願いいたします。 

なお、今後、新設される防犯街路灯に関しましては、要望される町会等と話し合

いを行い、適切な場所へ設置ができるように心掛けてまいりたいと考えておりま

す。                                                        【市民生活課】 

 

＜質問＞ 

⑥ 公民館の雪下ろしに対する補助ついて 

＜回答＞ 

  公民館整備事業補助金は、主に公民館のハード面の整備に対する補助金となっ

ております。委託等への補助金は現在のところありませんが、他の公民館や公民

館連絡協議会等の意見も伺いながら事業を検討してまいります。  【生涯学習課】 

 

 


